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研究されている段階である。最近の Lomonosov ， S. Brown の不変部分空間についての結果は，非正
規作用素の研究の進歩に大きな貢献をした。
一方，この分野の研究の先駆者である Sz.- Nagy , Foias 両氏は著名な一連の論文「縮小作用素」の
中で，縮小作用素をある関数空間上の移動作用素の部分に表現し，それを研究した。彼らは縮小作用
素全体を Cll ， C.。という二つのクラスに分割し， Cll - 作用素については，そのスペクトル分解を得た。
他の C. o - 作用素についても，その不足作用素が有限階であるものについて Nordgren により，その標
準形が構成された。
本研究では，まず標準形の全ての超不変部分空間を決定し，そして有限階の不足作用素をもっ C. o-
f伺素の超不変部分空間全体と標準形のそれとの聞に 1 対 1 の対応がある事を発見した。
次に有限階の不足作用素をもっ C. o - 作用素の Double commutant を決定した。








c.。縮小作用素というのは， 1 T 11;亘1 ， T*n • o (強)であるようなものをいう。縮小作用素につい
て， Sz. ー Nagg ， Foias の特性関数θT(λ) = 1 -T +λDT 事(1 -λT*T) ー 1 DT I I DTH (DT = (1ーT*T)勾)
を活用するのが一般的な方法であり 本論文においてもこれが中心的に用いられる。
第 1 章では c. o 縮小作用素で不足指数が有限で、あるものについて，ジヨルダン・モデルについての
超不変部分空間の束の決定と，それがもとの作用素の超不変部分空間の束と同形になることを示して
いる。
第 2 章ではテープリッツ作用素TØを更に一般にした作用素ゆ(S(ψ)) について考察している。(ゆ(S
(ψ1)) =pψ T'P I H( 世)， H(ψ') =H 2θψH 2 ， φは内部関数)まず，ゅ εH∞ +c のとき， ψゆ εH∞+c のとき
に限り，ゆ(S(ψ)) がコンパクト作用素になることを示す。そしてまた， S(θIT )の二重可換の作用素が，
ちょうどゆ(S(θ)) ， ØEH∞の形をしたものであることを示す。
第 3 章では， c. O の作用素で， 1 -T*T がトレースクラスの作用素であり σ(T) =D ， σp( T) キD
(D は単位円板)であるようなものについて，これを BDF理論により， T=S+K , S は推移作用素，
K はコンパクト作用素と表示したとき， T ， S の聞にからみ合わせ作用素のあることを示している。こ
れは，この種の作用素の解析に強力な手段を与えるものである。
以上のように，本論文は， c.o 縮小作用素の研究に関し，興味あるいくつかの進展を見せたもので，
学位論文として価値あるものと認める。
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